
福利厚生の紹介



㈱西建設計は従業員の皆様が安心、快適に業務していただくため様々な福利厚生を設けています。
そのうちの下記4点に絞って説明するとともに、制度を理解していただき、うまく活用していただ
けたらと思います。
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ハイパーメディカル保険
ハイパーメディカル保険とは、健康や医療に関する悩みを電話で専門スタッフに相談できる健康サ
ポートサービスです。医療・介護・メンタルヘルスなど幅広い内容についてアドバイスを受けるこ
とができ、従業員の健康と安心をサポートする制度です。

（例 どの診療所を受診すべきかわからない、夜眠れない、憂鬱で気分が晴れないなど…

①健康相談サービス
診療所の受診相談、ケガの応急処置など

②女性のための健康相談
女性特有の健康問題を相談可能

③セカンドオピニオンアレンジサービス
他の治療や選択肢の相談

④メンタルケアカウンセリング
ストレスや心の悩みの相談

⑤生活習慣病サポート
専門医療機関や生活面での相談・サポート

⑥がん治療と仕事の両立支援サービス
治療についての相談や、がんによる休職期間の目安など

⑦二次検診機関の手配
健康診断の結果について不安や精密検査についてなど

「主なサポート内容」

専門スタッフがご対応致しますので、
安心して気軽に相談してください！

①と②は24時間365日いつでも相談可能です！
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資料①

資料②

ハイパーメディカル保険（資料１）.pdf

資料１（PDF）

P4



ナイスパートナー生活保険割引制度
ナイスパートナーとは、病気・ケガ・がん・賠償責任など、日常生活や仕事で起こり得るさまざまなリスクに
備える制度です。万が一の際に生活費や医療費などの負担を軽減し、安心した生活を支えます。
団体制度のため割引された保険料（最大45％割引）で加入でき、従業員本人だけでなく家族も加入可能です。

①一年休業補償
病気やケガで働けなくなった場合の収入減少を補償

②長期休業補償（GLTD）
長期間働けなくなった場合の生活費を補償

③がん補償
がんの治療・入院・通院などの費用をサポート

④医療補償
病気やけがによる入院・手術・通勤の費用補償

⑤傷害補償
事故やケガによる入院・手術・通院の費用を補償

⑥個人賠償責任補償 etc.
他人にケガをさせたり物を壊した時の賠償金を補償

「主な補償内容」
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※このほかにもさまざまな補償があります。詳しくは資料をご確認ください。



割引率最大40.5％！
加入者のニーズに合った補償を組み合わせてご加入いただけます。

詳しくは下記資料をご確認ください。↓↓

ナイスパートナーのご案内（資料1）.pdf

ナイスパートナーのご案内（資料2）.pdf

資料①

資料②（40ページ)
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アデコハラスメントダイヤル
アデコハラスメントダイヤルとは、パワハラやセクハラなど職場のハラスメントに関する悩みを、社外の専門相
談窓口へ相談できるサービスです。従業員が安心して働ける職場環境づくりをサポートします。
ハラスメント行為を受けた・感じた際に自分だけで悩まず気軽にいつでもハラスメントダイヤルに相談してくだ
さい。

①24時間予約受付
専用Webサイトから24時間予約可能です。

②相談対応時間
平日（月・火・金）：10:00～21:00
土曜日：10:00～17:00
※日曜・祝日は除く

③専門相談員が対応
相談内容は守秘義務に基づきプライバシーは厳守されます。

「ハラスメントダイヤル利用情報」

資料①

資料①

アデコハラスメントについて.pdf
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奨学金返済支援制度
奨学金返還支援制度とは、奨学金を返済している従業員の負担を軽減するために、会社が最大１万５千円/月を
最大１０年間支援する制度です。経済的な負担を軽減し、安心して働き続けられる環境づくりを目的としてい
ます。

①支援金額
月額15,000円（上限）
奨学金返済額が15.000円未満の場合は返済額と同額

②支援機関
入社から最大10年間
奨学金の返済期間が10年未満の場合は返済終了まで

⑤支援対象者
正社員として勤務している方
大学または専門学校を卒業して入社した方
日本学生支援機構の奨学金を返済中または返済予定の方
退職予定がなく、必要書類を提出した方

「制度の内容」

奨学金支援制度について

奨学金返還支援制度通知文.pdf

※注意事項
・勤務していない日が10日以上ある場合は支援が停
止される場合があります。
・奨学金の返済猶予中や減額返済中の場合は制度を
利用できません。
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